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１．必要なもの
インターネットにつながること
Arduino IDE 1.0.5以上
Arduino
PCのフォルダ（今回は、C:\test\arduino)

２．インストール手順
ほとんど、「Arduinoをeclipseで開発するメモ」http://thepiratebay.blog71.fc2.com/blog-entry-527.html　を参考にしています。

(1) Arduino IDE のインストール

(2) Eclipse V4.2のダウンロード
a. Arduinoプラグインが3.7 Indigoと4.2 Junoしか対応していないようなので、4.2 JunoのC/C++バージョンをダウンロードします。

http://mergedoc.sourceforge.jp/index.html#/pleiades_distros4.2.html
4.2 junoをクリック

C/C++ の 32-bit Full Edititonをクリック

名前と付けて保存をクリック
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フォルダを選び、保存をクリック

名前を付けて保存をクリック

以下の画面に、下にダウンロード終了しましたのメッセージでれば、ダウンロード終了。
フォルダを開くをクリック

次シートにつづく
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前シートからの続き
１．eclipse本体をインストールする（インストーラはありませんので、以下方法で、展開してください）

ダウンロードしたファイルを右クリックし、すべて展開(T)…を選ぶ

フォルダ名を短くして、展開ボタンをクリックする（例だと、後ろをとって、C:\test\arduino）

２．Eclipseプラグインをインストールする
Eclipseを起動します。
以下のフォルダを開き、Eclipseのプログラムをダブルクリックします。

以下がでたら、参照ボタンをクリックします。

以下の画面がでます。

workspaceフォルダを作成し、そこを指定します。

別のエクスプローラで、workspaceフォルダを作ります。

ワークスペースに、正しい値が入っていることを確認して、OKボタンを押します。

今作った、フォルダをeclipse画面で指定し、OKボタンをクリックします。
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ヘルプ→新規ソフトウエアのインストールを選択。

以下の画面がでます。
ヘルプ→新規ソフトウエアのインストールを選択します。

以下の画面がでます。
追加ボタンをクリックします。

下の画像のようにリポジトリを追加します。ロケーションはhttp://www.baeyens.it/eclipse/updateです。
ＯＫボタンを押します。

プラグインが表示されたら最も新しい物（バージョンが大きいもの）を選んで次へをクリック
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以下がでるので、確認して、次へをクリック

以下の画面がでるので、確認の上、同意しますを選択し、完了ボタンをクリック

以下がでたら、ＯＫをクリック
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以下がでたら、はいをクリック

以下の画面がでたら、ＯＫをクリック

この確認画面が、今後必要なければ、チェックする

次シートにつづく
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前のページからつづく

Eclipseが上手く動かない可能性があるため、以下を行います。(日本語化の不具合？とフォルダ名の長さ？）

1.Arduinoのフォルダのコピー
元のフォルダのクリップボードへのコピー
以下のフォルダ(C:\Program Files (x86))を右クリックし、コピーを選択します。

以下のフォルダに貼り付けます。

以下のフォルダ(C:\test\arduino)の余白（白い部分）を右クリックし、貼り付けを選択します。

結果、以下のようになります。

一部英語「standard」が、日本語に変換されるようなため、フォルダをコピーしてフォルダ名を「標準」へ変更

以下のフォルダ(C:\test\arduino\Arduino\hardware\arduino\variants)の中にあるstandardフォルダを選択し、右クリックし、コピーを選択します。
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同じフォルダで、余白（白い部分）を右クリックし、貼り付けを選択します。

結果、以下のようになります。

「standard - コピー」の名前を「標準」に変更します。
「standard - コピー」を右クリックして、名前の変更を選択します。
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標準と入力して、改名します。

余白（白い部分）をクリックして、確定させます。

Arduinoの設定は、以上です。

次のシートへつづく
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前々シート(1.2eclipseインストール)からの続き
３．設定

ウィンドウ→設定を選択します。

以下の画面がでるので、Arduino→Arduinoを選択し、Arduino IDE pathに 前のシートでコピーしたArduino IDEのある場所を入力します。

Private Library path には、新規にフォルダを作り、指定します。
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Use Arduino IDE tool in eclipse をチェックし、適用ボタンをクリックします。

一般→ワークスペースをクリックします。
ビルド前に自動的に保管をチェックします。
適用ボタンをクリックします。

C/C++ → インデクサーをクリックします。
未使用のヘッダーをインデックスにチェック
エディターを開かれたソース及びヘッダー・ファイルをインデックスにチェック
適用ボタンをクリックし、OKボタンをクリックします。
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コンソールの言語の設定
以下のファイルをダブルクリックします。

コンパイル時のコンソールが文字化けするため、以下の行を追加して保存します。
-Dfile.encoding=utf-8

コンパイルするため、c:\tempフォルダの作成をします。
cドライブのルートフォルダにtempフォルダを作成します。
以下の余白（白い部分）で、右クリックし、新規作成→フォルダーを選択します。

新規フォルダ名に temp (半角)を入力した後、余白をクリックして確定します。
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ビルドでエラーが出るため、pins_arduino.hをコピーします。
以下フォルダでpins_arduino.hを選択し、右クリック→コピーを選択します。
C:\test\arduino\Arduino\hardware\arduino\variants\standard

以下フォルダで余白を選択し、右クリック→貼り付けを選択します。
C:\test\arduino\Arduino\hardware\arduino\cores\arduino

これで、設定は、完了です。
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